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「外国語学習のめやす」マスター研修 2015_実践課題  
作成者：小田桐奈美/関西大学外国語学部助教（ロシア語） 
目標分解表	
 

個々のタスク	
 小目標	
 中目標	
 大目標	
 

ロシア語圏滞在経験者の発表を聞く（ロシアのハバロフスク、モスクワ、アストラハン、およ

びキルギス共和国）。 
ロシア語圏の各地域や、短期語

学研修や長期留学を通して得

られる経験について情報を得

る。 「第 2 回ロシア語圏留学トークイ
ベント」に参加し、ロシア語圏の

各地域に関する予備的な情報を得

るとともに、短期語学研修や長期

留学を通して得られる経験につい

て学ぶ。 

K 大学が提供

する短期語学

研修・交換留学

プログラム、お

よび学外のプ

ログラムを通

して訪問でき

るロシア語圏

の地域につい

て、観光名所、

気候、文化、食

べ物、おみやげ

など、様々な観

点から理解を

深める。それら

の地域への短

期旅行プラン

を作成し、行っ

たつもりで旅

行体験報告を

口頭で行うこ

とができる。 

さらに知りたい点について、発表者に質問する。 

「発表聴講シート」に記入する（留学（研修）先の大学（機関）名・期間、プログラムの提供・

斡旋先、プログラムの内容、現地の様子（訪問した場所、食べ物など）、プログラムへの参加

前後で、自身にどのような変化が見られたか（語学力、ロシア語学習動機など）、その他） 
トークイベントで得た情報を

まとめ、自身の発表に備える。 
トークイベント全体の感想をまとめ、「発表聴講シート」に記入する。 

グループ分けをする。 
グループで役割分担をしなが

らロシア語圏の情報を収集す

る。 

ロシア語による口頭発表の準備を

する。 

各グループの担当地域を決定する。 
ガイドブックやインターネットを用いて担当地域の情報を集める。 
「発表準備シート」を活用しながら、各メンバーの担当箇所を決定する。 
「発表のためのロシア語表現集」を配布し、クラス全体で練習する。 

自分の担当箇所のロシア語原

稿を作成する。 
「発表のためのロシア語表現集」と、教科書の既習箇所との関連性を理解する。 
「発表のためのロシア語表現集」を活用し、グループのメンバーと協力しながら、自分の担当

箇所の原稿を作成する。 
【形成的評価】原稿を適宜教員に提出して中間チェックを受け、修正する。 
グループで 1つの発表としてまとまるよう、発表の内容を調整する。 パワーポイントを用い、発表の

スライドを作成する。 写真などを活用しながら、発表のスライドを作成する。 
ロシア語で口頭発表する。 自らロシア語で口頭発表する

とともに、他のグループの発表

を聞いたり、ロシア語圏滞在経

験者からコメントを得たりす

る。 

ロシア語で口頭発表し、クラスメ

ートやロシア語圏滞在経験者と相

互にフィードバックする。 

他のグループの発表を聞き、ロシア語による発表内容を理解する。 

クラスメートやロシア語圏滞在経験者から発表に対するコメントをもらう。 

各自「自己評価シート」（総括的評価のためのルーブリックと同じ内容）に記入し、提出する。 
これまでの活動全体を振り返

る。 「一番行ってみたくなった発表」に投票する。 
「一番行ってみたくなった発表」に選ばれたグループを表彰する。 
【総括的評価】ロシア語圏への旅行体験について口頭発表する。あわせて最終原稿と発表スライドを提出する。 
  


